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＜国内外では＞
▼消費税率を5％に引き上げ
▼日本サッカーが悲願のワールドカップへの出場
　を決める（ジョホールバルの歓喜）
▼東京湾アクアライン開通
▼冬季長野オリンピック開催

＜小山市では＞
▼羽川西小学校が学校環境緑化コンクールで文部大臣 
　賞を受賞
▼小山総合公園にデイキャンプ場バーベキュー広場が　
　オープン
▼公益財団法人　小山市体育協会が設立

（平成9年～ 10年）新成人が生まれたころの出来事

　1月7日㈰、市内11中学校および義務教育学校を会場に、1,798人の新成人を祝う式典
が開催されました。新たな門出を祝うとともに、大人としての「誇りと責任」を持って
歩んで行くことを誓い合いました。

小山中　小
こまつばら

松原　啓
ひ ろ か

加さん
　これから私たちはまたそれぞれの道を歩んでいきますが、本気で過ごした中学時代、人とのつながり、生まれ育ったこの
ふるさとなど、どのようなことがあってもなくしてはいけない大切なことを忘れないようにしていきたいと思います。そし
て、今度は私たちが誰かを支えられる人になれるように、自分で決めた道を歩んでいきます。
小山第二中　上

う え だ

田　純
じゅんな

奈さん
　私たちはこれまで、困ったことがあれば親を始めとする周囲の方々から多くの手が差し伸べられ、支えられてきました。
しかしこれからは、一人ひとりが自分自身で考え行動し、自分で責任を負っていかなくてはなりません。成人を迎え、社会
人としての新たな一歩を踏み出すことになった私たちですが、どうか、今後も皆さま方のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお
願いします。
乙女中　蔦

つ た の

野　直
なおみち

迪さん
　これからの日本を活気づけていくのは、私たち新成人です。これまでの人生で得た学びを糧に、これからは大人としての
自覚と責任を持って決断し、行動していくことが大切です。昨日と生活ががらりと変わるわけではありませんが、応援して
くださる方々の期待に応えられるように、日々精進する覚悟です。
城南中　矢

や ぐ ち

口　隼
じゅんた

大さん
　私どもの中には既に実社会入りをして働いている者もございますし、学業を継続中の者もございます。しかし置かれた状
況の違いはあれ、今日から社会人一年生として、皆さま方のお仲間入りをさせていただくことになりました。皆さまからい
ただいた意義深い教訓を胸に刻み、社会という大海に胸を張って船出していきたいと思います。
大谷中　服

はっとり

部　真
ま ゆ こ

由子さん
　大谷中を共に卒業した同級生は今、学業を継続する者、実社会で働いている者と、置かれている立場は違いますが、背負
うべき責任が大きくなるということは皆同じです。今後社会を引っ張って行く者として、自分の言動に責任を持ち、微力な
がらもお世話になった方々に恩返しできるよう、貢献できる社会人になりたいと思います。
豊田中　田

た な み

波　千
ち ひ ろ

紘さん
　私たちも今日、成人の日という一つの節目を迎えました。現在の日本は、目まぐるしく状況が変化してゆく激動の時代と
言えます。厳しい環境ではありますが、私たちも皆さまと同じ社会人となった以上、置かれた状況をしっかりと見極めて判
断し、責任ある行動をとり、皆さまから頂戴したお言葉を胸に、前進していくことを誓います。

カ プへの出場カ プへの出場

年年））

大きくはばたけ！　　　　　小山の新成人！



まつり会場・問合せ・日時 内　　容

寒川公民館
まつり

☎38‒1002

2 月 10日㈯
9:30 ～ 14:00

～広げよう　学び合う仲間　地域の輪～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示　★美田中寒川小児童作品展示
★バザー、模擬店（焼きそば、チョコバナナ、古代米赤飯など）
★適塩豚汁、ポン菓子無料配布　★じゃんけん大会　★輪投げ、射的
★よさこい、フラダンス、オカリナ、コーラス、小学生発表、和太鼓など

豊田公民館
まつり

☎37‒1002

2 月 10日㈯
9:30 ～ 14:30

2 月 11日㈰
9:30 ～ 15:00

～広げよう　ふれあいの輪～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示　★老人クラブ輪投げ大会
★尺八演奏、民謡、詩吟発表　★健康チェックコーナー（血管年齢測定等）
★子育て親子サロン　★子どもサロン（バルーンアート）　★軽食販売
★バザー　★お菓子のつかみどり　★抽選会

桑公民館
まつり

☎22‒4545

2 月 17日㈯
9:00 ～ 15:00

2 月 18日㈰
9:00 ～ 15:00

～文化の薫る豊かな生活　明るいまちづくり～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示　★輪投げ大会　
★子ども工作教室　★ビンゴゲーム　★アンパンマンじゃんけん大会　
★バザー　★よさこい　★健康コーナー　★風船無料配布　★軽食販売

中央公民館
まつり

☎22‒9562

2 月 17日㈯
10:00 ～ 16:00
2 月 18日㈰
 9:30 ～ 15:30

～出あいの輪・学習の輪を広げよう～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示　★バザー、おまつり食堂
★講座写真展　★コーヒースタンド　★クイズDEラリー、18日
★ステージアラカルト「手づくり劇場」（大ホール）、17日
★親子観劇会「歌う海賊団ッ！」（大ホール）、18日　★昔あそび、18日

間々田公民館
まつり

☎45‒1335

2 月 24日㈯
 9:00 ～ 15:00

2 月 25日㈰
 9:00 ～ 15:00

～で愛・ふれ愛・ちいき愛～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示　★もちつき体験
★模擬店（焼きそば、まんじゅう、わたあめなど）、お茶席
★屋外ひろば（ストラックアウト、輪投げなど）　★適塩豚汁無料配布
★おやまくま（着ぐるみ）　★エア遊具（ふわふわドーム）
★手打ちけんちんそば販売　★小山和牛串焼販売　★交通安全啓発　

絹公民館
まつり

☎49‒0027

2 月 25日㈰
9:30 ～ 15:00

～育てよう絹の文化　広めよう地域の和～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示　★防災体験
★絹義務教育学校、保育所、幼稚園などの作品展示　★バザー　★輪投げ　
★高椅神社太々神楽　★栃木ゴールデンブレーブスストラックアウト　
★軽食販売　★ポップコーン無料配布　★野外トラックステージショー

穂積公民館
まつり

☎38‒2004
※会場は穂積
小学校体育館

2月 25日㈰
10:00 ～ 14:00

～広げよう　ふれあう仲間　地域の輪～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示　★ポップコーン
★小、中学校生、幼稚園児の作品展示　★着付けとお茶席体験
★ファッションショー（着物・リメイク洋服）　★健康測定
★軽食販売・バザー・特産品販売・作品販売
★詩吟・合唱・フラダンス・塩沢お囃子　★輪投げ・バルーンアート

中公民館
まつり

☎38‒0002

2 月 25日㈰
10:00 ～ 14:30

～手をつなぎ　高めよう　地域の輪～
★講座、学級、サークル ･団体の活動発表と作品展示　★じゃんけん大会
★美田中、中小発表　★昔あそび・スポーツ吹き矢・グラウンドゴルフ体験
★健康チェック　★バザー　★軽食販売

生井公民館
まつり

☎45‒4004

3 月 3日㈯
10:00 ～ 14:00

～高めよう　生井に生きる　喜びを～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示　★適塩豚汁無料配布
★児童、幼児の発表と作品展示　★ヨシ舟展示　★お楽しみ抽選会
★各種販売（焼きそば、いちごなど）、バザー
★生井の桑摘み唄踊り、渡良瀬遊水地開運太鼓等　★輪投げ・ペタンク体験

大谷公民館
まつり

☎28‒0004

3 月 3日㈯
10:00 ～ 15:00
3 月 4日㈰
10:00 ～ 15:00

～大谷から　広げよう　ふれあう仲間　地域の輪～
★学級、講座、サークルの活動の発表と作品展示　★昔あそび体験
★模擬店（焼きそば、とん汁など）　★血方神社太々神楽　★よさこい
★カラオケ deのど自慢　★アンパンマン体操　★フォークダンス　★バザー
★チャレンジ・ディスクゴルフ　★ふんわりわたあめ無料配布
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公民館まつりに行ってみよう！
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不動産合同公売会

建築物防災週間　3月 1日㈭～ 7日㈬

　市税の滞納により差し押さえた不動産を小山市・結城市が合同で公売します。
日　　時　2月 15日㈭ 13:20 入札開始（受付 12:50 ～、入札説明会 13:00 ～）
場　　所　小山市役所 3階　大会議室
公売方法　期日入札（一般の方も入札に参加できます）
公売財産　財産種別、財産所在地は登記簿上による表示で、現況と異なる場合があります。

※予告なく中止となる場合があります
※詳細は、小山市納税課および結城市収税課の各窓口にて配布の「不動産の公売広報」または各市ホームページ
　でご確認ください。結城市の公売財産は、結城市収税課（☎ 0296-34-0413）へお問合せください

問納税課☎22‒9444

日　時　　3月4日㈰　13:00 ～ 15:30　※無料。申込み不要
会　場　　文化センター　小ホール　
テーマ　　「小山の医療を守り育てるために、ひとり一人ができること」
コーディネーター　梶井英治氏（小山市地域医療特別顧問・筑西市医療監）
内　容　活動報告　｢市民会議から伝えたいこと｣(小山の地域医療を考える市民会議)
　　　　基調講演　｢地域医療の現状と課題、ひとり一人ができること｣栃木県医療政策課主幹　渡辺晃紀氏
　　　　パネルディスカッション　｢小山市の医療を守る、それぞれの立場から｣
　　　　　　　　　　　　　　　　（小山地区医師会・新小山市民病院　ほか）
主　催　一般社団法人小山地区医師会・小山の地域医療を考える市民会議・新小山市民病院　
共　催　小山市

第 8回小山の医療を考えるシンポジウム
問健康増進課☎27‒0500健康都市おやま宣言 25周年記念事業

問建築指導課☎22‒9233
日頃から調査・点検をしましょう
　◆建築物の外壁は安全ですか？　
　　　ひび割れや浮き上がり、腐食等の点検
　◆火事の時、安全に避難できますか？　
　　　廊下・階段・バルコニー等の点検、防火シャッターの下や防火戸のまわりの点検
　◆建築設備は安全ですか？　
　　　換気設備・排煙設備・非常用照明・給排水設備等の点検
　◆エレベーター、エスカレーター等は安全ですか？　
　　　エレベーター等の日常の維持保全
次のような建物は、ぜひ耐震診断を実施しましょう
　◆ 比較的古い建築物
　　　昭和56(1981)年以前の建築物、老朽化が著しい建築物
　◆バランスが悪い建築物
　　　１階がピロティの建築物、大きな吹き抜けがある建築物、
　　　壁・窓の配置が偏っている建築物
　◆多数の人が利用する建築物
　　　階数が３以上で、延べ面積1,000㎡以上の建築物
　※市では、木造住宅の「耐震診断・耐震改修」の助成事業を実施しています

●小山市空き家バンク制度～空き家を有効活用しませんか？～
　あなたの空き家を登録して、売却・賃貸しませんか？
　詳しくは、お問合せください。

問建築指導課空き家対策室
　☎22‒9824

梶井英治氏

売却区分番号 見積価額 財産種別 財産所在地公売保証金

小山 29-1      3,690,000 円 畑
(現況雑種地 )    小山市大字喜沢字海道間 718番 5        370,000 円

小山 29-2      1,430,000 円 宅地
建物    小山市大字横倉字浦里 1064 番地 15        150,000 円

小山市・結城市による
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医療費の適正化にご協力をお願いします！

問納税課☎22‒9442

【今すぐできる医療費節約】
　　◆日頃から歯のケアをしよう！　歯を大切にすることで、歯周病や虫歯の予防につながります
　　◆食生活を見直し、メタボにならない！　健康維持にも役立ち、医療費もダイエットできます
　　◆お財布と身体にもやさしい禁煙をしよう！　タバコ代の節約、病気のリスクを減らせます

●国民健康保険税の納付は「口座振替」が原則です！
　国民健康保険税（普通徴収）の納付は平成 29年 12月から口座振替が原則になりました。
　現在納付書で納めている方は便利で納め忘れのない口座振替への切り替えをお願いします。

問国保年金課
☎22‒9414・9415

日　時　3月4日㈰　10:00 ～ 15:00　会　場　博物館内および博物館駐車場
博物館まつり・友の会作品展 問博物館☎45‒5331

関東どまんなかサミット情報
　小山市とともに、「関東どまんなかサミット会議」を構成す
る 4県 3市 2町（茨城県古河市、埼玉県加須市、群馬県板倉町、
栃木県栃木市、野木町）のイベント等の情報です。
　小山市の「関東どまんなかサミット会議」への加入に伴い、
今後は、毎月お知らせします。地域間の交流人口増大による地
域活性化のため、各イベント等にぜひご参加ください。

加須市（埼玉県）

古河市（茨城県）

期間　2/25 ㈰まで（9:00 ～ 17:00）※入館 16:30 まで
　　　2/13 ㈫・14㈬・22㈭・23㈮は休館
場所　古河歴史博物館　料金　一般 400円・小中高生 100円
問古河歴史博物館☎ 0280-22‒5211

古河歴史博物館展示
「雪の殿さま土井利位」

野木町（栃木県） 若者の出会い応援事業
　真っ赤な恋の実見つけよう！野木町特産の完熟トマト狩
り体験をしながら素敵な出会いを見つけるイベントです。
日時　3/17 ㈯ 13:00 ～ 17:00　場所　野木町公民館集合
対象　男女各 20人ずつ※野木町在住者優先、参加費有り
申込　2/6 ㈫～ 3/5 ㈪※必着
問野木町生涯学習課☎ 0280-57‒4177

栃木市（栃木県） 第 4回「とちぎ文化検定」
　テーマは栃木市の歴史や文化。検定に挑戦して、栃木の魅
力を発見してみませんか？
日時　3/3 ㈯ 10:00 から
場所　栃木市役所本庁舎 501会議室
申込　2/16 ㈮までに受験費用（1,000 円）を添えて文化課へ
問栃木市文化課☎ 0282-21‒2495

板倉町（群馬県） わたらせ自然館をご利用ください
　渡良瀬遊水地のインフォメーションセンター。大谷石造
りの米蔵を改築利用した趣きある建物です。館内では、遊
水地を立体模型や植物のジオラマ展示などで紹介し、レン
タサイクルも受付けしています。自転車での渡良瀬遊水地
の周遊や町内探訪にお勧めです。
問板倉町わたらせ自然館☎ 0276-82‒1935

　「クライミングのまち」加須市で、全国から選抜された
トップクライマーたちが繰り広げる白熱した戦い、最高の
パフォーマンスをぜひご覧ください。
日程　3/3 ㈯男女予選、3/4 ㈰男女準決勝・決勝
場所　加須市民体育館（加須市下三俣 590）
問加須市民体育館☎ 0480-62-6123

スポーツクライミング
日本選手権大会（リード） 

　毎年、国民健康保険の医療費が増加しています。医療費は今後も増えていくことが
予想されていますが、ちょっとした心がけで節約することができます。

問秘書広報課☎ 22‒9353

会　場 内　容 備　考

①エントランスホール

石うすできなこ作り
甲冑を着てみよう　 当日予約制
コマ・ベーゴマ遊び
まいぎり式火おこし体験
Ｄｒ．ＨＡＹＡの科学実験ショー 午前・午後１回ずつ

②視聴覚室

博物館事業紹介パネル展示
いろいろ工作（飛行機いろいろ、紙人形ほか） ※材料がなくなり次第終了
竹とんぼ作り 当日予約制※午前中のみ
発明クラブ入賞作品展示

③体験学習室 そばがき・甘酒無料配布 博物館友の会による

④常設展示室
常設展示解説 博物館ボランティアによる
博物館探検クイズ
民話語り 民話の会「思川」による

⑤博物館駐車場 「ほっしー★ＯＹＡＭＡ号」太陽観測会 ※天気により中止あり
⑥企画展示室 友の会作品展 開催期間 3月 4日㈰～ 11日㈰
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大沼に白鳥飛来
　12 月 15 日、羽川の大沼に
オオハクチョウが2羽飛来し、
大沼を訪れる人たちを和ませ
ていました。このオオハク
チョウはつがいと見られ、仲
睦ましく水面を泳いでいまし
た。
かんぴょうスピーカーの「fucucchi（フクッチ）」
　12月 18 日、サウンドテック高橋電機様から、かん
ぴょうスピーカーの「fucucchi（フクッチ）」が市に寄
贈されました。

　栃木県の名産である夕顔の
実を活用し、大変ユニークで
目を引くデザイン性と、美し
く心地よい響きを生む特性が、
各メディアにも多数取り上げ
られています。さらに本場結
城紬を使ってグレードアップ
されており、多くの人の耳と
心を魅了しています。

楽天岡島選手と阪神大山選手を「小山評定ふるさと大
使」に委嘱しました
　12 月 27 日、白鷗大学出身
のプロ野球楽天の岡島豪郎選
手と、阪神の大山悠輔選手を
「小山評定ふるさと大使」に委
嘱しました。
　「小山評定ふるさと大使」は、
市の文化や特産品を、市にゆ
かりのある著名人にPRしてもらう制度で、現在岡島・
大山両選手を合わせて 28人が委嘱されています。
第 18回ニューイヤーロビーコンサート開催

　１月４日、市役所１階ロ
ビーで、小山児童合唱団に
よる「第 18 回ニューイヤ
ーロビーコンサート」が開
催されました。小山児童合
唱団の児童・生徒約 50 人
による、新春にふさわしい
元気な歌声が市役所に響き
渡り、来庁された皆様や職
員はその歌声に聞き入って
いました。

▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

小山市コミュニティバス利用者数の状況
と今後の利用者増に向けた取り組み

　小山市コミュニティバスは、平成 14年の小山駅東循
環線の実験運行を皮切りに、平成 17年には、市内全地
域で循環型路線バスを運行しました
　この中で郊外を運行するバスは走行距離が長く、本
数も限られることから利用者が少なく、また、利用者
からも、都合の良い時間のバスがないなどのご意見が
あったため、平成 22年より、郊外は利用者の予約によ
り自宅まで迎えに行くデマンドバスを導入し、市街地
は循環型路線バスを往復運行とすることで便数を確保
し、それぞれを乗継拠点で結ぶことで、利便性の向上
を図っております。
　現在の運行体系となった平成 24 年からのおーバス
12路線の年間利用者の推移は、平成24年度が 485 千
人であったものが、平成 25年度は 519 千人、平成 26
年度は 562 千人、平成 27 年度は 592 千人、平成 28
年度は 608 千人と、4年間で約 12 万 2 千人増加しま
した。
　一方、デマンドバスの年間利用者数の推移は、平成
24 年度は 6,265 人であったものが、平成 25 年度は
8,130 人、平成 26 年度は 8,830 人、平成 27 年度は
9,752 人、平成 28年は 10,074 人と 4年間で約 3,800
人増加しました。
　利用者を増やす取り組みとして、路線バス、デマン
ドバス共に高齢者割引や乗り継ぎサービス、運転免許
自主返納者への 1年間無料乗車券の発行を実施するこ
とで費用負担を軽減し、おーバスまつりや絵画コンテ
ストを実施することで、親しみやすいおーバスを目指
しており、認知度と利便性の向上を図りました。
　また、個々の取り組みにつきましては、路線バスは
利用者のご意見やアンケート調査を基に、路線及びダ
イヤの見直しや大型車両を導入し利便性の向上を図っ
ており、デマンドバスについても、自治会、老人クラブ、
いきいきふれあいセンター、地区まちづくり推進協議
会等を対象に出張説明会を実施し、利用方法や、電話
のかけ方、いきいきふれあいセンターの移送サービス

の利用方法
についてな
どをＰＲし
ております。
　今後の利
用者増の取
り組みとし
て、運転免
許証自主返
納者への生

涯無料の実施や、デマンドバスについては、エリア内
の主要施設の追加や、予約時間短縮のためのデマンド
システムの導入についても検討しております。
　今後とも市民の皆様の小山市コミュニティバスのご
利用のほどを、よろしくお願いいたします。

　

12
月
20
日
、
お
ー
バ
ス
市
民
病
院
線
出
発

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
の
交
通

弱
者
の
移
動
の
利
便
性
確
保
の
観
点
か
ら
、

公
共
交
通
の
重
要
性
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増

大
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
平
成
14
年
２

月
か
ら
の
「
駅
東
循
環
バ
ス
」
の
実
験
運
行

を
皮
切
り
に
、
市
内
全
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
線
は
、
新
小
山
市
民
病
院
へ
の

利
用
者
を
は
じ
め
と
す
る
お
客
様
の
増
加
等

に
対
応
す
る
た
め
、
車

両
を
13
人
乗
り
か
ら
54

人
乗
り
へ
の
大
型
化
し
、

ま
た
路
線
を
１
往
復
増

便
、
若
木
小
循
環
の
ル

ー
ト
を
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト

ウ
ォ
ー
ク
ま
で
延
伸
す

る
こ
と
で
、
よ
り
広
域

の
方
の
ご
利
用
を
可
能

と
し
ま
し
た
。



２
町
８
村
す
べ
て
に
中
学
校
が
あ
っ
た

　

戦
後
間
も
な
い
時
期
、
現
小
山
市
域
は
下
都

賀
郡
下
に
あ
り
、
２
町
８
村
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
各
町
村
に
村
立
あ
る
い
は
町
立
の
中
学
校

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
小
山
中
、
大
谷
中
、
間
々

田
中
、
生
井
中
、
寒
川
中
、
豊
田
中
、
中
中
、

穂
積
中
、
桑
中
、
絹
中
の
10
校
で
す
。

　

そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
「
昭
和
の
大
合
併
」
に

よ
り
、
昭
和
30
年
代
の
は
じ
め
（
１
９
５
０
年

代
中
ご
ろ
）
に
小
山
市
、
間
々
田
町
、
美
田

村
、
桑
絹
村
の
１
市
１
町
２
村
に
な
り
、
そ
し

て
昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
９
月
に
現
在
の
小

山
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
合
併
は
な
ぜ
か

中
学
校
の
統
廃
合
を
促
し
ま
し
た
。
通
学
の
利

便
さ
よ
り
も
学
校
の
「
適
正
規
模
」
が
重
視
さ

れ
、
ま
た
大
き
い
学
校
の
方
が
い
い
と
い
う
風

潮
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
時
代
は
高
度
成
長
期

で
し
た
。
旧
小
山
町
に
は
工
場
が
で
き
て
人
口

が
急
増
し
、
小
山
第
二
中
学
校
が
早
く
も
昭
和

30
（
１
９
５
５
）
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

校
名
が
消
え
た
中
学
校
と
栃
木
農
業
高
校
分
校

　

高
度
成
長
期
に
は
、
全
国
的
に
、
農
林
漁
業

か
ら
鉱
工
業
へ
と
産
業
構
造
が
大
き
く
転
換
し

ま
し
た
。
昭
和
20
年
代
ま
で
（
１
９
５
０
年
代

前
半
ま
で
）
は
、
農
業
が
産
業
の
中
心
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
中
学
校
は
、
民
主

主
義
と
と
も
に
科
学
や
衛
生
観
念
を
村
に
も
た

ら
す
重
要
な
機
関
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
苦
労
し
て
新
築
し
た
校
舎
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
村
地
域
の
中
学
校
の

い
く
つ
か
が
統
廃
合
に
よ
り
廃
校
に
な
り
ま
し

た
。
生
井
中
と
寒
川
中
は
間
々
田
中
に
統
合
さ

れ
ま
し
た
。

　

生
井
中
の
場
合
、
中
学
校
建
築
を
村
議
会
で
決

定
し
た
翌
日
に
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
遭
い
、
念

願
の
校
舎
完
成
は
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
３

月
に
な
り
ま
し
た
。
運
動
場
は
台
形
で
設
備
面

は
不
十
分
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、
松

下
村
塾
を
例
に
あ
げ
て
、
建
物
は
貧
弱
で
も
立

派
な
学
校
に
な
る
と
旧
村
長
が
語
っ
た
と
い
う

話
も
あ
り
ま
す
。
間
々
田
中
へ
の
統
合
の
話
が

出
た
と
き
は
校
旗
を
つ
く
れ
ば
統
合
さ
れ
な
い

だ
ろ
う
と
、
同
窓
会
が
校
旗
を
寄
贈
し
て
樹
立

式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
昭
和
31（
１
９
５
６
）

年
７
月
で
す
。
し
か
し
、
昭
和
33
（
１
９
５
８
）

年
３
月
に
廃
校
に
な
り
ま
し
た
。

　

寒
川
中
は
、
間
々
田
中
へ
の
統
合
に
強
く
反

対
し
ま
し
た
。
寒
川
地
区
か
ら
間
々
田
中
に
行

く
に
は
網
戸
橋
は
「
む
ぐ
り
（
も
ぐ
り
）
橋
」

で
危
険
だ
っ
た
の
で
す
。
結
局
、
県
知
事
の
裁

定
に
よ
り
通
学
道
路
の
補
修
や
橋
梁
復
旧
な
ど

を
条
件
に
、
分
校
、
出
張
所
時
代
を
経
て
統
合

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
中
と
穂
積
中
は
校
名
が
消
え
た
と
は
い
え

合
併
し
て
美
田
中
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

穂
積
中
は
農
業
に
力
点
を
お
い
た
産
業
教
育
で

全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
で
紹
介
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
穂
積
村
も
産

業
教
育
協
力
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
穂

積
中
に
家
畜
用
井
戸
や
飼
料
保
存
の
た
め
の
サ

イ
ロ
も
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
隣
村
で

の
農
業
振
興
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
昭
和

25
（
１
９
５
０
）
年
４
月
に
栃
木
農
業
高
校
定

時
制
課
程
の
分
校
が
中
小
学
校
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
わ
ず
か
６
年
間
の
存
続
で
し
た
が
、
旧

中
村
に
小
・
中
・
高
が
あ
っ
た
時
代
が
あ
っ
た

こ
と
は
記
憶
し
て
お
き
た
い
で
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
４
中
学
校
の
あ
っ
た
地
域
は
今
も
小

山
市
の
穀
倉
地
帯
で
す
。

小
山
歴
史
研
究
会　

小
林　

千
枝
子
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シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○185

栃
木
農
業
高
校
の
分
校
が
あ
っ
た
時
代

　

中
学
校
が
義
務
教
育
に
な
っ
て
誰
も
が
通
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
戦
後
ま
も
な
い
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
４
月

の
六
・
三
制
実
施
以
後
で
す
。
義
務
制
で
し
た
か
ら
設
置
し
な

い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
物
資
不
足
の
時
代
に
中

学
校
を
つ
く
る
町
村
民
の
苦
労
話
は
全
国
的
に
聞
か
れ
ま
す
。

新
制
中
学
校
は
文
字
通
り
無
か
ら
の
出
発
で
、
校
舎
も
校
庭

も
教
員
も
皆
、
揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
校

舎
が
で
き
る
ま
で
小
学
校
に
間
借
り
し
て
い
た
と
い
う
ケ
ー

ス
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

実
は
、
小
山
市
域
に
栃
木
農
業
高
校
の
分
校
が
あ
り
ま
し
た
。

定
時
制
分
校
は
昭
和
20
年
代
に
高
校
が
広
が
る
う
え
で
全
国

的
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。ありし日の生井中学校

※写真提供：清水利男氏（昭和 30
　年度生井中学校卒業生。網戸在住）



２
月
天
体
観
望
会｢

オ
リ
オ
ン
座

を
み
つ
け
よ
う
〜
オ
リ
オ
ン
大
星

雲
を
み
よ
う
〜｣

日
時　

2
／
10
㈯
18
時
半
〜
20
時

会
場　

生
井
公
民
館

※
駐
車
場
は
Ｊ
Ａ
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他　

中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実
施

時
刻
の
１
時
間
前
に
電
話
ま
た
は

博
物
館
HP
で
要
確
認
）

問
博
物
館
☎
45
５
３
３
１

第
20
回
ヤ
ナ
ギ
・
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
除
去
作
戦

日
時　

２
／
17
㈯
８
時
半
受
付
開
始

会
場　

渡
良
瀬
遊
水
地
第
２
調
節

池
内
環
境
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
３

※
少
雨
決
行
。
汚
れ
て
も
い
い
服

装
（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
）、
長
靴

で
参
加
。
相
乗
り
で
の
参
加
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

問
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
推

進
課
☎
22
９
３
５
４

お
や
ま
の
ま
ち
ｄ
ｅ
開
運
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ（
飾
り
馬
の
里
め
ぐ
り
コ
ー
ス
）

日
時　

３
／
11
㈰
13
時
豊
田
公
民

館
集
合
（
13
時
20
分
出
発
）

内
容　

篠
塚
稲
荷
春
季
例
大
祭

（
飾
り
馬
・
流
鏑
馬
・
神
楽
）
と

あ
わ
せ
て
地
域
の
名
所
、
社
寺
、

旧
家
等
約
７
㎞
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

※
参
加
無
料
。
小
雨
決
行
、
荒
天
中

止
。
駐
車
場
は
豊
田
中
学
校
を
利
用

問
同
館
☎
37
１
０
０
２

文
化
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

◆
竹
生
企
画
第
3
弾『
火
星
の
二
人
』

▽
５
／
19
㈯
開
演
14
時
▽
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
竹
中
直
人
、
生

瀬
勝
久
、
上
白
石
萌
音
他
▽
全
席
指

定
5
千
500
円
〜
６
千
500
円
▽
２
／

11
㈰
窓
口
９
時
・
電
話
13
時
販
売

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
５
５
２

中
央
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
イ
ラ
ス
ト

コ
ン
テ
ス
ト

部
門　

小
中
学
生
の
部
・
高
校
生

の
部
・
一
般
の
部
（
プ
ロ
は
除
く
）

応
募
期
間　

２
／
１
㈭
〜
３
／
９
㈮

結
果
発
表　

３
／
24
㈯

賞
品　

各
部
門
の
最
優
秀
賞
、
優

秀
賞
に
図
書
カ
ー
ド
進
呈

審
査
員　

中
央
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル

イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ス
講
師

問
同
校
☎
24
３
７
１
５

中
央
ア
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
発
表
会

日
時　

２
／
25
㈰
16
時
〜
19
時

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

出
演　

中
央
ア
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

レ
ッ
ス
ン
生(
幼
児
〜
大
人)

問
同
校
☎
24
３
７
１
５

県
立
博
物
館
２
月
の
主
な
行
事

◆
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
子

ど
も
の
頃
の
暮
ら
し
▽
４
／
８
㈰
ま

で
◆
栃
木
の
山
の
暮
ら
し
▽
４
／
８

㈰
ま
で
◆
谷
文
晁
と
関
東
の
文
人
▽

２
／
12
㈪
ま
で
◆
藤
原
秀
郷
と
那
須

与
一
〜
伝
説
の
武
将
の
実
像
に
迫
る

〜
▽
２
／
24
㈯
〜
４
／
８
㈰
◆
あ
つ

ま
れ
！
自
然
大
好
き
ー
ポ
ス
タ
ー
発

表
ー
▽
２
／
３
㈯
〜
３
／
４
㈰
◆
昔

の
道
具
と
暮
ら
し
▽
２
／
28
㈬
ま
で

問
同
館
☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

※
月
曜
休
館
。
高
校
生
以
上
要
観
覧
料

親
子
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

日
時　

３
／
３
㈯
５
時
県
南
温
水

プ
ー
ル
館
前
駐
車
場
集
合

会
場　

会
津
高
原
た
か
つ
え
ス

キ
ー
場
（
福
島
県
南
会
津
郡
南
会

津
高
杖
原
535
）

参
加
料
等　

1
人
５
千
円
（
バ
ス

代
等
）
※
小
学
４
年
生
以
下
保
護
者

同
伴
。
レ
ン
タ
ル
料
等
は
別
途
必
要

定
員　

市
内
在
住
先
着
各
40
人

※
25
人
以
下
の
場
合
は
中
止

申
込
み　

２
／
６
㈫
〜
23
㈮
の
平

日
10
時
〜
17
時
に
参
加
料
を
添
え

て
、
（
公
財
）
小
山
市
体
育
協
会
県

立
温
水
プ
ー
ル
館
内
☎
30
５
８
５
６

問
お
に
っ
こ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
23
５
０
８
３

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動

日
時　

３
／
４
㈰
８
時
45
分
古
河

駅
西
口
集
合

コ
ー
ス　

古
河
駅
西
口
集
合
↓
頼

政
神
社
↓
長
谷
観
音
↓
香
取
神
社

↓
古
河
総
合
公
園
↓
古
河
市
役
所

古
河
庁
舎
↓
古
河
歴
史
博
物
館
館

↓
古
河
駅
西
口
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

※
当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

平
成
30
年
度
登
録
チ
ー
ム
募
集

部
門　

一
般
男
子
1
・
２
・
３

部
、
壮
年
（
40
歳
以
上
）
１
・
２

部
、
実
年
（
50
歳
以
上
）
、
シ
ニ

ア
（
59
歳
以
上
）
、
レ
デ
ィ
ー

ス
、
小
学
生
女
子

※
年
齢
は
Ｈ
30
．
４
／
１
時
点

登
録
料　

６
千
円
〜
１
万
２
千
円

申
込
み　

２
／
25
㈰
10
時
〜
正
午

に
登
録
料
を
添
え
て
、
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
会
議
室
へ
※
体
育
協
会
登

録
料
（
１
人
100
円
）
も
併
せ
て
納
入

問
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
近
藤
☎

０
９
０
・
１
４
０
４
・
２
０
４
１

ス
キ
ー
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト

（
級
別
テ
ス
ト
）
の
開
催

日
時　

３
／
４
㈰
９
時
半
か
ら

会
場　

丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場
（
群
馬

県
利
根
郡
片
品
村
東
小
川
4658ｰ

58
）

検
定
料　

千
500
円
〜
４
千
円
（
５

級
〜
１
級
）
※
同
日
事
前
講
習

（
２
千
円
）
有
り

申
込
み　

２
／
５
㈪
〜
23
㈮
の
平

日
（
10
時
〜
17
時
）
に
電
話
で
、

（
公
財
）
小
山
市
体
育
協
会
☎
30

５
８
５
６

第
２
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ

　

県
内
全
域
を
舞
台
と
し
て
２
年

間
を
か
け
て
走
破
す
る
Ｕ
Ｃ
Ｉ
公

認
の
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間　

３
／
23
㈮
〜
25
㈰
（
小
山

は
24
㈯
）

コ
ー
ス　

小
山
思
い
の
森
〜
日
光

だ
い
や
川
公
園
（
日
光
市
）

※
小
山
思
い
の
森
を
ス
タ
ー
ト
し
、

南
下
し
て
野
木
町
に
入
り
、
松
原
大

橋
か
ら
再
び
小
山
市
に
入
り
、
北
上

し
て
栃
木
市
に
抜
け
て
い
き
ま
す

そ
の
他　

近
隣
住
民
の
方
に
は
交

通
規
制
等
で
大
変
ご
迷
惑
お
か
け

し
ま
す
。
※
詳
細
は
HP
で
確
認
可

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

　

２
月
は
「
北
方
領
土
返
還
運
動

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が
便

利
で
お
得
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
便

利
な
口
座
振
替
が
お
勧
め
で
す
。
口

座
振
替
に
は
翌
月
末
引
落
の
ほ
か

に
、
当
月
末
引
落
の
「
早
割
」
や
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い

「
６
カ
月
前
納
」
「
１
年
前
納
」

「
２
年
前
納
」
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、

身
分
証
明
書
類
、
納
付
書
ま
た
は
年

金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印

を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機

関
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
国
保
年
金

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
４
月
分
か
ら
前
納
を
希
望
す
る

場
合
は
、
2
月
末
日
ま
で
に
お
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
☎
22
９
４
１
６

土
地
区
画
整
理
事
業
（
粟
宮
第
一

地
区
）
の
都
市
計
画
の
決
定
に
係

る
原
案
の
縦
覧
等

■
縦
覧

期
間　

２
／
６
㈫
〜
20
㈫

場
所　

都
市
計
画
課

意
見
書　

住
民
お
よ
び
利
害
関
係

人
は
２
／
20
㈫
ま
で
に
意
見
申
出
可

■
都
市
計
画
構
想
の
説
明
会

日
時　

２
／
13

㈫
18
時
半
か
ら

会
場　

保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
１

階
会
議
室
２

■
公
聴
会

日
時　

３
／
５

㈪
18
時
半
か
ら

会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

会
議
室
２

■
都
市
計
画
案
の
説
明
会

日
時　

３
／
19
㈪
18
時
半
か
ら

会
場　

市
役
所
別
館
会
議
室
１

問
都
市
計
画
課
☎
22
９
２
０
３

自
死
遺
族
の
会

日
時　

２
／
20
㈫
14
時
か
ら

※
申
込
み
不
要
。
偶
数
月
第
３
火

曜
日
開
催

会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
22
９
６
１
９

平
成
30
年
農
業
用
免
税
軽
油
に
係

る
一
括
交
付
期
間
後
の
申
請

　

農
業
用
の
軽
油
引
取
税
免
税
証

に
つ
い
て
は
、
市
町
ご
と
に
申
請
期

間
を
設
け
て
申
請
の
受
付
を
し
て
い

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ
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ま
す
。
期
間
内
に
申
請
出
来
な
か
っ

た
方
に
つ
い
て
、
左
記
に
よ
り
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
交
付
を
希

望
す
る
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
今
回
の
申
請
期
間
を
過
ぎ
ま
す

と
、
１
年
分
の
全
量
交
付
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

期
間　

３
／
６
㈫
・
７
㈬
各
日
９

時
〜
11
時
半
お
よ
び
13
時
〜
16
時

場
所　

下
都
賀
庁
舎
第
２
福
利
厚

生
室
２
階
会
議
室
（
栃
木
市
神
田

町
６ｰ

６
）

問
栃
木
県
税
務
署
☎
０
２
８
２
23

６
８
８
２

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の
手
続
き

　

引
っ
越
し
等
に
よ
る
水
道
の
使

用
開
始
・
中
止
は
、
お
電
話
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
市
水
道
事
業
の
窓
口

に
て
、
開
始
・
中
止
の
3
営
業
日
前

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
サ
イ
ト

「
小
山
市
水
道 

開
始
・
中
止
」

で
検
索

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
市
水
道
事
業

☎
23
０
３
６
８

人
間
ド
ッ
ク
等
の
郵
送
に
よ
る
申

請
を
開
始
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
ご
加
入
の
方
に
、
人

間
ド
ッ
ク
等
の
検
診
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
よ

り
窓
口
申
請
（
平
日
の
み
受
付
）

に
加
え
、
郵
送
申
請
を
開
始
し
ま

す
。
※
平
成
29
年
度
に
申
込
み
し

た
方
に
は
申
請
書
を
郵
送
。

申
請
期
間　

３
／
１
㈭
〜
16
㈮

※
郵
送
の
方
は
16
㈮
必
着

詳
細
は
本
紙
３
月
号
に
掲
載
予
定

問
国
保
年
金
課
☎
22
９
４
１
３
・

９
４
１
８

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
つ
い
て

　

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
を
行
う
４
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

の
団
体
が
対
象
で
す
。
加
入
依
頼
書

は
足
利
銀
行
並
び
に
各
市
町
教
育
委

員
会
、
主
要
体
育
施
設
の
窓
口
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
（
公
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安

全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

問
同
協
会
☎
０
２
８
・
６
２
２
・

７
８
７
８

就
学
援
助
費
（
入
学
準
備
金
）
の
支
給

対
象　

４
月
に
市
内
の
小
・
義
務

教
育
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
の

い
る
家
庭
で
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
で
あ
る
と
教
育
委

員
会
が
認
め
た
家
庭
（
例
：
非
課

税
世
帯
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
世

帯
等
）
※
生
活
保
護
受
給
世
帯
は

別
途
支
給

支
給
額 

一
律
４
万
600
円
（
３
月

下
旬
に
支
給
予
定
）

申
込
み　

教
育
総
務
課
に
直
接
持

参
（
平
日
８
時
半
〜
17
時
15
分
）

ま
た
は
郵
送

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

問
同
課
☎
22
９
６
９
０

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校
学
校

見
学
会
に
つ
い
て
（
予
約
不
要
）

対
象　

４
月
開
校
訓
練
科
に
入
校
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
（
求
職
者
等
）

日
時　

２
／
20
㈫
13
時
半
〜

内
容　

①
産
業
技
術
専
門
校
の
概

要
説
明
②
訓
練
科
の
見
学
（
機
械

加
工
科
・
Ｎ
Ｃ
機
械
科
・
板
金
溶

接
科
・
電
気
設
備
科
）
※
適
性
試

験
問
題
の
閲
覧
可
③
質
疑
応
答

問
同
校
☎
０
２
８
４
91
０
８
０
３

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金

　
　
　
　

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
昨
年
10

／
１
か
ら
時
間
額
800
円
に
改
正
さ

れ
、
県
内
の
６
つ
の
産
業
の
特
定

最
低
賃
金
は
、
昨
年
12
／
31
か
ら

次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
塗
料
製
造
業
923
円
』、『
は
ん
用

機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、

業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
869
円
』、

『
電
子
部
品
･
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業
869
円
』、『
自

動
車
･
同
附
属
品
製
造
業
875
円
』、

『
計
量
器
･
測
定
器
･
分
析
機
器

･
試
験
機
･
測
量
機
械
器
具
製
造

業
、
医
療
用
機
械
器
具
･
医
療
用

品
製
造
業
、
光
学
機
械
器
具
･
レ

ン
ズ
製
造
業
、
医
療
用
計
測
器
製

造
業
、
時
計
･
同
部
分
品
製
造
業

869
円
』、『
各
種
商
品
小
売
業
837
円
』

問
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
８
･
６
３
４
･
９
１
０
９

電
気
の
上
手
な

使
い
方
推
進
月
間

　

２
月
は
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
月
間
で
す
。
皆
さ

ま
上
手
に
電
気
を
使
い

ま
し
ょ
う
。

問
（
一
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会

☎
０
２
８
・
６
１
１
・
５
０
９
０

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

〜
急
が
ば
学
べ
〜

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
希
望
す
る

仕
事
に
就
く
た
め
に
必
要
な
職
業
ス

キ
ル
や
知
識
な
ど
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
職
業
訓
練
制
度
の
案
内

を
し
て
い
ま
す
。
再
就
職
を
目
指
し

て
い
る
方
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て

み
ま
せ
ん
か
！
※
受
講
に
あ
た
っ
て

は
、
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山
☎
22
１
５
２
４

※
音
声
ア
ナ
ウ
ン
ス
コ
ー
ド
「
３
」

相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
月
間

期
間　

２
／
１
㈭
〜
28
㈬
の
平
日

会
場　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

内
容　

相
続
に
関
す
る
事
項

※
相
談
は
、
お
近
く
の
司
法
書
士

事
務
所
に
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
栃
木
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
８
・
６
１
４
・
１
１
２
２

伸
び
ゆ
く
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展

　

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校
児
童

生
徒
の
作
品
展
示
と
作
業
製
品
の

販
売
を
行
い
ま
す
。

日
時　

２
／
17
㈯
〜
19
㈪
10
時
〜

19
時
（
19
㈪
は
15
時
半
ま
で
）

会
場　

イ
オ
ン
栃
木
店

問
同
校
☎
０
２
８
２
24
７
５
７
５

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
者

▽
現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
方
▽
現
に
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
方
▽
収
入
が
一
定

基
準
以
下
の
方
▽
地
方
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
方
※
そ
の
他
資
格
や
応
募

箇
所
に
つ
い
て
は
要
問
合
せ

申
込
み　

２
／
５
㈪
〜
23
㈮
ま
で

に
建
築
課

問
同
課
☎
22
９
２
１
２

生
き
生
き
好
齢
者
「
生
涯
現
役
」

応
援
セ
ミ
ナ
ー

《
ア
ウ
ト
ド
ア
の
す
す
め
編
》

日
時　

２
／
14
・
21
・
28
の
水
曜

日
10
時
〜
正
午
（
全
３
回
）

内
容　

①
有
機
野
菜
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
②
競
わ
ず
に
楽
し

む
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
③
初
め

て
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
室
大
、
小
山

御
殿
広
場（
市
役
所
北
隣
）

受
講
料　

２
千
200
円
（
資
材
代
等
）

内
容　

生
涯
現
役
活
動
に
関
心
の

あ
る
60
歳
以
上
の
方
※
先
着
25
人

申
込
み　

２
／
９
㈮
ま
で
に
参
加

料
を
添
え
て
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
☎
22
９
８
５
２

折
り
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
お
ひ
な
さ
ま
」
参
加
者
募
集

日
時　

２
／
17
㈯
10
時
か
ら

会
場　

市
立
博
物
館

参
加
費　

100
円
※
折
り
紙
持
参

申
込
み　

２
／
１
㈭
か
ら
電
話
に

て
車
屋
美
術
館
☎
41
０
９
６
８

一
般
交
通
指
導
員
の
募
集

職
務
内
容　

交
通
安
全
の
指
導
、

啓
発
お
よ
び
通
学
路
に
お
け
る
児

童
・
生
徒
の
安
全
確
保　

等

募
集
要
件　

①
左
記
の
学
区
で
の

登
校
時
間
帯
に
勤
務
が
可
能

○
小
山
城
東
小
学
校
区　

２
カ
所

○
間
々
田
小
学
校
区　
　

１
カ
所

○
小
山
第
二
中
学
校
区　

１
カ
所

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
持

③
概
ね
65
歳
ま
で
で
健
康
状
態
が
良
好

募
集
人
員　

４
人
程
度

申
込
み　

２
／
15
㈭
ま
で
の
平
日

（
8
時
半
〜
17
時
15
分
）
に
生
活

安
心
課
へ
履
歴
書
持
参

問
同
課
☎
22
９
２
８
３

楽
し
い
子
育
て
支
援
事
業

「
離
乳
食
の
作
り
方
、
進
め
方
」

日
時　

２
／
15
㈭
９
時
40
分
〜
11
時
半

会
場　

こ
ぐ
ま
保
育
園

内
容　

離
乳
食
の
作
り
方
の
実
演
・

離
乳
食
に
つ
い
て
の
話
、
試
食
な
ど

対
象　

市
内
在
住
親
子
10
組

申
込
み　

２
／
14
㈬
ま
で
の
平
日

（
９
時
〜
16
時
）に
こ
ぐ
ま
保
育
園

☎
28
１
１
８
９

募

集
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子
育
て
・
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入

門
講
座

　

子
育
て
・
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な

知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

日
時　

２
／
20
㈫
・
23
㈮
・
26

㈪
・
27
㈫
13
時
半
〜
15
時
半

会
場　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
⒇
５
５
６
２

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
初
級
版
・
上
級
版
）
の
ご
案
内

【
初
級
】

日
時　

２
／
26
㈪
13
時
半
〜
15
時

内
容　

認
知
症
の
症
状
や
接
し
方

【
上
級
】※
初
級
修
了
者
の
み

日
時　

３
／
５
㈪
13
時
半
〜
15
時
半

内
容　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

【
共
通
】

会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
室
大

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

参
加
費　

無
料

申
込
み　

初
級
２
／
21
㈬
、
上
級

28
㈬
ま
で
に
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
☎
22
９
８
５
３

介
護
入
門
研
修

日
時　

２
／
27
㈫
、
３
／
１
㈭
・

６
㈫
・
８
㈭
13
時
半
〜
16
時

会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
室
大

内
容　

高
齢
者
の
栄
養
管
理
・
お

口
の
健
康
、
介
護
技
術
、
自
立
支

援
に
つ
い
て
等
の
講
義
・
実
技

参
加
費　

無
料

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
22

９
６
１
６

タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座
「
脳
ト
レ
し

て
、
脳
年
齢
を
知
っ
て
元
気
な
シ

ニ
ア
に
な
り
ま
し
ょ
う
」

日
時　

３
／
２
㈮
①
10
時
〜
正
午

②
13
時
半
〜
15
時
半

会
場　

中
央
公
民
館

定
員　

各
回
先
着
15
人
※
参
加
無
料

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
シ
ニ
ア
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８
２
⒇
３
３
２
２

（
平
日
13
時
〜
16
時
）

第
9
回
起
業
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

者
募
集

日
時　

３
／
10
㈯
13
時
半
〜
15
時

会
場　

中
央
図
書
館

講
師　

市
内
飲
食
店
の
経
営
者

定
員　

80
人
※
参
加
無
料

内
容　

市
内
飲
食
店
経
営
者
の
創

業
か
ら
現
在
ま
で
の
活
動
状
況
な
ど

申
込
み　

工
業
振
興
課
☎
22
９
３

９
６
ま
た
は
℻  
22
９
６
８
５

平
成
30
年
度
小
山
市
市
民
農
園
貸

し
農
園
新
規
利
用
者
募
集

使
用
期
間　

４
／
１
㈰
〜
Ｈ
31
．

３
／
31
㈰
ま
で
（
年
間
５
千
円
）

内
容　

区
画
20
㎡
に
野
菜
を
栽
培

場
所　
市
民
農
園
内
（
道
の
駅
思
川
南
）

申
込
み　

２
／
23
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
22
９
２
５
４
※
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

◆
間
々
田
紐
の
く
み
ひ
も
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
▽
２
／
11
㈰

◆
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
で
作
る
小

物
▽
２
／
24
㈯

時
間　

全
て
13
時
半
〜
16
時

会
場　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

申
込
み　

２
／
３
㈯
か
ら
同
館
☎

32
６
４
７
７
※
要
予
約

ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト

「
ゆ
き
ん
子
を
作
ろ
う
」

日
時　

２
／
28
㈬
10
時
半
〜
12
時
半

会
場　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

参
加
料　

500
円
※
要
予
約
、
先
着
10
人

申
込
み　

２
／
７
㈬
か
ら
市
観
光

協
会
☎
30
４
７
７
２

日
本
語
教
授
法
講
座

〜
ま
る
ご
と
入
門
編
〜

日
時　

２
／
13
㈫
・
27
㈫
、
３
／

６
㈫
各
回
19
時
〜
20
時
半

会
場　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
研
修
室

参
加
料　

会
員
750
円
、
非
会
員
千
500
円

申
込
み　

市
国
際
交
流
協
会
☎
23

１
０
４
２

世
界
の
家
庭
料
理
教
室

日
時　

２
／
22
㈭
９
時
〜
12
時
半

会
場　

桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
料

理
実
習
室

参
加
料　

会
員
400
円
、
非
会
員
700
円

定
員　

先
着
20
人
（
要
申
込
み
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
2
枚

申
込
み　

市
国
際
交
流
協
会
☎
23

１
０
４
２

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

◆「
マ
リ
セ
ル
さ
ん
と
英
語
で
話
し

て
み
よ
う
」英
会
話
教
室
▽
３
／
３

㈯
・
17
㈯
10
時
〜
11
時
半
▽
セ
ミ

ナ
ー
室
▽
千
円（
２
回
分
）

◆「
篠
笛
の
音
」狩
野
嘉
宏
コ
ン

サ
ー
ト
▽
３
／
17
㈯
13
時
半
開

場
、
14
時
開
演
▽
ホ
ー
ル
▽
500
円

申
込
み　

２
／
３
㈯
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
窓
口
☎
22
９
１
１
１

飾
り
太
巻
き
寿
司
を
作
ろ
う

日
時　

２
／
13
㈫
・
20
㈫
19
時
〜
21
時

会
場　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　

10
人
※
受
講
料
千
500
円
（
非

利
用
者
会
員
は
入
会
金
千
円
負
担
）

問
同
ホ
ー
ム
☎
23
３
４
０
２

精
神
障
害
♥
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト

「
〜
精
神
障
害
と
向
き
合
っ
て
〜
」

日
時　

２
／
８
㈭
13
時
〜
16
時

会
場　

野
木
町
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル
（
野
木
町
大
字
友
沼
181
）

内
容　

映
画
上
映
「
あ
い　

精
神

障
害
と
向
き
合
っ
て
」
、
精
神
障

害
当
事
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

精
神
保
健
福
祉
関
係
機
関
の
活
動

紹
介
・
作
品
展
示
・
販
売
等

対
象
・
定
員　

関
心
の
あ
る
方
先

着
100
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）
※
参
加
無
料

申
込
み　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ら
い
☎

０
２
８
０
57
２
６
７
３
・
県
南
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
22
６
１
９
２

福
祉
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア

日
時　

２
／
17
㈯
13
時
〜
15
時
半

会
場　

と
ち
ぎ
健
康
の
森
（
宇
都

宮
市
駒
生
町
3337ｰ

１
）

内
容　

福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い

方
や
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
し

た
求
人
事
業
所
と
の
相
談
会

対
象
地
域　

県
内
全
域　

問
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
８
・
６
４
３
・
５
６
２
２

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
募
集

活
動
内
容　

温
暖
化
防
止
、
環
境
学

習
等
の
推
進
や
、
市
町
・
県
等
と
連

携
し
た
普
及
啓
発
活
動
の
実
施　

等

募
集　

２
／
21
㈬
ま
で
に
所
定
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送（
〒
320
‐
8501
宇
都
宮
市

塙
田
１
‐
１
‐
20
）ま
た
は
メ
ー

ル（chikyu-ondanka@
pref.

tochigi.lg.jp

）

問
県
環
境
森
林
部
地
球
温
暖
化
対
策

課
☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
２
９
７

第
77
回
国
民
体
育
大
会
「
い
ち
ご
一い

ち
え会

と
ち
ぎ
国
体
」
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
募
集

応
募
内
容　
「
い
ち
ご
一
会
と
ち

ぎ
国
体
」の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ（
歌

詞
と
曲
）※
曲
の
み
ま
た
は
歌
詞

の
み
の
応
募
不
可

期
間　

1
／
22
㈪
〜
４
／
13
㈮

応
募
内
容　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
限

定（
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
も
可
）

賞
金　

採
用
作
品
1
点
賞
金
30
万
円

※
詳
細
要
問
合
せ

問
第
77
回
国
民
体
育
大
会
栃

木
県
準
備
委
員
会
事
務
局
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
３
５
２
２

平
成
30
年
度
訓
練
生
募
集
案
内

応
募
資
格　

中
学
卒
業
以
上
の
学
力

を
有
し
、
大
工
・
工
務
店
・
建
築
設
計

事
務
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

勤
務
予
定
の
方
▽
認
定
職
業
訓
練
を

受
講
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
▽
リ

フ
ォ
ー
ム
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
に
関
す

る
技
術
取
得
な
ど
を
希
望
す
る
方
等

期
間　

1
月
〜
3
月
末
日
ま
で

問
栃
木
共
同
高
等
産
業
技
術
学
校
☎

０
２
８
２
23
２
１
２
９

小
山
高
専
公
開
講
座
（
無
料
）

実
践
！
家
庭
の
危
険
予
知
講
座

〜
思
わ
ぬ
ケ
ガ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
〜

日
時　

３
／
３
㈯
９
時
〜
正
午

会
場　

小
山
工
業
高
等
専
門
学
校

対
象　

小
学
生
〜
社
会
人
５
組

（
５
〜
15
人
）
※
参
加
無
料

申
込
み　

同
校
へ
℻  
⒇
２
８
８
０

ま
た
は
メ
ー
ル
（k

o
u
z
a
@

oyam
a-ct.ac.jp

）

2月の行政テレビ　問秘書広報課☎22-9353
時期 市役所からこんにちは 広報番組

上旬 ■シェアサイクルについて　等 ■教えて！分別博士

中旬 ■小山評定講演会・観劇会　等
■未来への虹－ぼく
のおじさんは、ハン
セン病－

下旬 ■博物館まつり・友の会作品展　等
■「栃木大学栃木学
習センター出前講
座」水晶のはなし

月間 ■イベント情報■英会話講座「G'day OYAMA」
テレビ小山放送㈱ケーブルテレビへの加入が必要です。
デジタル101chを選択してください。

広報小山 2018.2月号　10
本紙1月号のP21「12/20㈬おーバス市民病院線がより便利に」内に誤りがありました。
お詫びするとともに、訂正いたします。（誤）53人乗り→（正）54人乗り



コース名 日時・受講料・定員
機械設計者のための旋盤実践技術 3/3.10·9:00～17:00·9,000円·10人
ソフトマクロＣＰＵによるシステム
設計技術 3/12.13·9:30～16:10·10,900円·10人

実践計測技術 3/12.13·9:30～16:10·7,000円·10人
木造住宅の省エネ設計技術 3/12.13·9:30～16:10·6,800円·10人
製造現場の小集団活動実践技術（Ｑ
Ｃサークル） 3/12.13·9:30～16:10·9,000円·20人

ＰＬＣによるネットワーク構築技術 3/14.15·9:00～17:30·8,600円·10人
タッチパネルを活用したＦＡライン
管理 3/17.24·9:30～16:10·15,000円·5人

関東職業能力開発大学校・能力開発セミナー 申込み 同校☎31-1733子
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　平成29年度小山市人権標語入選作品（最優秀賞）

　人の心を温めて　みんなで創る　明るい未来　　大谷北小学校　　　6年　生
な ま い

井　志
し お ん

音
　いじめゼロ　やられてやなこと　やらないよ　　羽川小学校　　　　5年　及

お い か わ

川　美
み ち る

知瑠
　なりたいな　相手の気持ち　わかる人　　　　　羽川西小学校　　　6年　宮

み や も と

本　煌
こ う き

希
　悪口は　自分がいやなら　人もいや　　　　　　萱橋小学校　　　　6年　浅

あ さ か わ

川　華
か り ん

凜　
　ちがうところが　あっても　みんな　同じ人　　絹義務教育学校　　6年　津

つ ば た

端　美
み さ き

咲　
　　※毎年順番で小学校5校から募集しています

■平成 29年度小山市一般会計補正予算（第 4号）
補正予算額　12億 6,955 万 5千円
補正後予算総額　629億 6,965 万円
〇歳入内訳（単位：千円）
分担金および負担金 100,000、国庫支出金 568,536、県
支出金 193,713、財産収入 48,845、寄付金 5,000、繰越金 
315,961、市債 37,500
〇歳出内訳（単位：千円）
職員給与費 △184,344、障がい者介護給付費 230,000、生
活保護扶助費 230,000、民間保育所入所委託料 369,000、
認定こども園等施設型給付事業費 146,200、小山運動公園
駐車場整備事業費 111,736、その他 366,963
■平成 29年度小山市介護保険特別会計補正予算（第 2号）
補正予算額　△ 504万 5千円
補正後予算総額　111億 305 万 6千円
〇歳入内訳（単位：千円）
国庫支出金 2,970、支払基金交付金 700、県支出金 312、
繰入金 △9,027
〇歳出内訳（単位：千円）
職員給与費 △12,060、介護保険システム改修費 4,515、保
険給付費 2,500
■平成29年度小山市公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）
補正予算額　△ 500万円
補正後予算総額　52億 1,403 万円

〇歳入内訳（単位：千円）　繰入金 △ 600、市債△ 4,400
〇歳出内訳（単位：千円）　地方公営企業法適用事業費 △ 5,000
■公の施設の相互利用に関する協定の締結に伴う関係条例
　の整備について
　栃木県、茨城県、群馬県および埼玉県に県境に位置する隣
接地方自治体が、相互に協力して、魅了ある圏域の形成を目
指す「関東どまんなかサミット会議」に加入し、構成市町と
「公の施設の相互利用に関する協定」を締結したことから、協
定事項実施に伴い、関係する条例に所要の改正を行うもの
⑴内容
ア　市庁舎会議室使用料条例の一部を改正する（第1条関係）
イ　小山市立文化センターの設置および管理に関する条例
　　の一部を改正する（第 2条関係）
ウ　小山市ふれあい健康センター条例の一部を改正する　
　　（第 3条関係）
エ　小山市間々田市民交流センターの設置および管理に関
　　する条例の一部を改正する（第 4条関係）
オ　小山市車屋美術館設置条例の一部を改正する（第5条関係）
カ　小山市公民館条例の一部を改正する（第 6条関係）
キ　小山市小山城南市民交流センターの設置および管理に
　　関する条例の一部を改正する（第 7条関係）
ク　小山市まちなか交流センターの設置および管理に関す
　　る条例の一部を改正する（第 8条関係）
⑵施行日　平成 30年 4月 1日

平成 29年第 4回小山市議会定例会報告 　市議会定例会が、11月 30 日㈭～ 12 月 22 日㈮に開催さ
れました。今回の議会で審議された主なものを紹介します。

問人権推進課☎22-9292
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メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）
日　時　2月15日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
　　　　み物、タオル、ヨガマット
　　　　（お持ちの方）
申込み　☎22‒9607

（一社）小山歯科医師会主催市民公
開講座のお知らせ
日　時　2月 25日㈰
　　　　14:00～ 16:00
会　場　下野市きらら館
　　　　　（下野市下古山 1220）
内　 容　食べ方しだいで歯並は改
　　　　善する～どんなときに矯正
　　　　治療が必要となるか～
講　師　日本大学松戸歯部
　　　　歯科矯正学講座
　　　　教授　葛西一貴先生
参加費　無料　※申込み不要
問合せ　小山歯科医師会事務局　　
　　　　☎ 39-7290
　　　　※月～金曜日
　　　　　12:00～16:00

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　3月12日㈪
計測のみの方　9:00～11:00
相談ありの方①9:00～   ②9:30～
　　　　　　③10:00～ ④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　2月21日㈬から☎22‒9527

マタニティクラス（はじめてのきょ
うだいクラス）
日　時　3月5日㈪9:30 ～ 11:30
　　　　（受付9:15から）
会　場　保健・福祉センター
内　容　妊娠中の生活や子どもの食
　　　　事、兄弟との関わり方
対　象　2人目以降の妊婦とその家
　　　　族（兄弟・祖父母など）
持ち物　母子健康手帳、申込書、
　　　　テキスト代250円
申込み　☎22‒9527

開運おやま健康マイレージのポイン
トを集めている皆様へ
　応募の締め切りは3月15日㈭で
す。ポイントが10点集まったら、
ポイントカードへ必要事項をご記入
の上、パンフレットに記載された方
法で応募してください。
申込み　☎22‒9532

健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」
日　時　2月 8日㈭ 14:00～ 16:00
会　場　自治医科大学附属病院本館
　　　　地下 1階スタッフラウンジ
内　 容　ミニ・レクチャー「がん治
　　　　療による外見のケア」、自由
　　　　な語り合い、リラクセーショ
　　　　ン体験
参加費　無料　
　病気でつらい気持ち、ひとりで抱
えていませんか？自治医科大学附属
病院では「がん患者と家族のサロン
」を開催します。病気との向き合い
方を学んだり、話し合いの時間を持
ったりする場です。がんの種別は問
いません。どなたでも、お気軽にご
参加ください。医師・看護師・薬剤
師・管理栄養士・社会福祉士・理学
療法士・臨床心理士・事務職員がサ
ポートします。
問合せ　自治医科大学附属病院
　　　　がん相談支援室
　　　　☎58-7107

栃木県県南健康福祉センター薬物依
存症家族の集い（つどい）
日　時　3月 1日㈭ 13:30～ 15:00
会　場　栃木県庁小山庁舎
　　　　（小山市犬塚 3-1-1）
　薬物依存症ってなんだろう？家族
はどう関わったら良いのかわからな
い…。同じような問題を抱えている
他のご家族と一緒に話してみません
か?今回は、薬物依存症回復者（ダ
ルク）の体験談もあります。初めて
参加を希望される方は職員による事
前面談があります。まず、お電話で
ご連絡ください。
申込み　県南健康福祉センター
　　　　生活衛生課　生活薬事
　　　　☎22-6119
　　　　※祝休日を除く平日
　　　　　9:00～17:00

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、
けいれんなど病院に行くか判断に困ったら

とちぎ子ども救急電話相談　#8000
月～土18:00 ～翌朝8:00　日・祝日8:00 ～翌朝8:00
※ダイヤル電話・IP電話・PHSご利用の場合は、
　☎028‒600‒0099

救急車を呼ぶ？病院に行く？
迷ったときは（概ね15歳以上）

とちぎ救急医療電話相談　#7111
毎日18:00 ～ 22:00

※ダイヤル電話・IP電話・PHSご利用の場合は、
　☎028‒623‒3344

メタボリックシンドローム対策事業
～拡大版からだスッキリ運動教室～
（無料・要申込）
日　時　2月28日㈬13:00 ～ 15:00
　　　　（受付12:25から）
会　場　文化センター小ホール
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
　　　　み物、タオル、ヨガマット
　　　　（お持ちの方）
申込み　☎22‒9607
　　　　※2月7日㈬から
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□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251‒7（健康医療介護
　　　総合支援センター内）
☎39‒8880・FAX39‒8882
受付　診療終了 15分前まで

※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251‒7（健康医療介護
　　　総合支援センター内 )
☎39‒8881・FAX39‒8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診
療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3薬
局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

3 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2‒4‒3 ☎44‒7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1‒15‒4 ☎53‒1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31‒1331
④ 杉村病院 小山市城山町2‒7‒18 ☎25‒5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45‒7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320‒2 ☎0280‒57‒1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

□救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27‒0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
④⑥ ①⑤ ②⑥

4 5 6 7 8 9 10
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
11 12 13 14 15 16 17
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
18 19 20 21 22 23 24
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
25 26 27 28 29 30 31
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

問健康増進課☎22‒9522・9523

〔平成 26 ～ 29 年度の検診受診結果をご覧ください〕
　小山市の「子宮頸がん検診」は、平成24年度から細胞診検査に加え、HPV検査を導入した精度の高
い検診を実施しています。このことにより、受診結果によって受診間隔が異なりますので、ご自身の受
診結果をご確認ください。
　平成 30年度子宮頸がん検診の対象となる方は、平成27年度に受診し「異常認めず」であった方、子
宮頸がん検診未受診の方、下記の「精検不要」であった方、「要精検」で精密検査実施医療機関の医師か
ら検診を受診するよう指示された方となります。必ず受診してください。
　3月号の広報おやまと同時配布される、健康のしおり内の検診申込み書で、お申込みください。

「子宮頸がん検診」
　　　受診間隔のご案内
◇平成27年度の受診結果が「異常認めず」の方は、平成30 年度が受診年度です。必ず受診してく
ださい。

◆検診結果による次回の検診の受け方
検診結果 次回の検診の受け方（時期）

細胞診
HPV

（－）
（－） ⇒ 異常

認めず ⇒ 3年後受診

（26年度受診の場合）次回29年度
→未受診の方は、29年度の検診期間終了のため、30年度に受診してください
（27年度受診の場合）次回30年度　※必ず受診しましょう
（28年度受診の場合）次回31年度
（29年度受診の場合）次回32年度

細胞診
HPV

（－）
（＋）

⇒ 精検
不要 ⇒

1年後受診
（28年度受診の場合）次回29年度
→未受診の方は、29年度の検診期間終了のため、30年度に受診してください

（29年度受診の場合）次回30年度
細胞診
HPV

（ASC-US）
（－）

28・29年度の検診結果がどちらも「細胞診（－）、HPV（＋）」の方は、HPVの持続
感染が確認されますので、精密検査の受診が必要です

細胞診
HPV

（ASC-US）
（＋） ⇒ 要精検 ⇒ 精密検査実施医療機関の医師の指示に従ってください細胞診

HPV
（＋）
（±）

＊HPV…「ヒトパピローマウイルス」という子宮頸がんの原因となるウイルス

松田歯科医院の診療時間等の変更のお知らせ
1 月より診療時間が変更となりました。
診療時間　平  日  9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 18:00、土曜日 9:00 ～ 12:00、13:30 ～ 15:30
休診日　　水曜日、日曜日、祝日 



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 18㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 23㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

 13･27㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 1㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎
通
常
相
談　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て包括支援課☎22‒9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て包括支援課

☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9852

青少年相談
面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22‒9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等
行政相談 10㈯10:00～12:00 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 14㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 13･27㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 3月はお休みです 税理士
行政書士専門相談
予約制 28㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 6㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 18㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官
人権相談 9㈮10:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

10㈯14:00～16:00
14㈬ 9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22‒9664

17㈯14:00～16:00
28㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

17㈯14:00～16:00
28㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

7㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所
14㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

心配ごと相談
（生活全般の相談）

  6･20㈫
10:00～15:00

13･27㈫
13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
6･20㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22‒9501

こころの相談予約制 6㈫14:00～15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22‒9619

精神保健福祉相談予約制 3月はお休みです 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 26㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078
創業･経営･キャリア
相談予約制

 3･17㈯
13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22‒9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談3
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図書館つうしん（3月分）

■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時

おやま分館ピッコロおは
なし会（小山分館） 2㈮ 11:00

おこれんのおはなし会 4㈰ 14:00

おはなしウェンディ 7㈬ 15:30

おはなしメロディ 11㈰ 14:00

おはなしこんにちは 14㈬ 10:30

おはなしウェンディ0・1・2 21 ㈬ 11:00

ゆめまちおはなしかい
(城南市民交流センター) 24 ㈯ 10:30

はなしのこべやおはなしかい 25㈰ 14:00

ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 27 ㈫ 15:30

日　時 会　場

2 月
28㈬

10:10 ～ 11:00 もみじ保育所

13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

3月
1㈭

10:00 ～ 10:30 大谷南小学校

13:00 ～ 13:40 網戸小学校

2㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校

12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

6㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校

12:50 ～ 13:40 乙女小学校

7㈬
9:55 ～ 10:35 中小学校

13:00 ～ 13:50 間々田小学校

8㈭
10:00 ～ 10:30 羽川小学校

12:50 ～ 13:30 下生井小学校

9㈮
10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校

13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

13㈫
10:10 ～ 10:50 中久喜保育所

12:50 ～ 13:40 間々田東保育所

14㈬
10:10 ～ 11:00 絹保育所

13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

15㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン

12:40 ～ 13:10 穂積小学校

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

■ 3月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　5㈪・12㈪・19㈪・22㈭・26㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　5㈪・12㈪・19㈪・21㈬・22㈭・26㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　5㈪・12㈪・19㈪・21㈬・22㈭・26㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・
　休館日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　5㈪・12㈪・19㈪・21㈬・22㈭・26㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日
　用返却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館
からの借用資料は、破損の恐れがありま
すのでポストへの返却はご遠慮ください
●平成30年度中央図書館ボランティア募集　　　　問中央図書館☎21-0750
　図書館でのボランティア活動に関心があり、年間を通じて活動できる方で、無
償で中央図書館・小山分館・間々田分館・桑分館で返却された図書の整理や修理、「絵
本とこんにちは事業」へ協力いただける中学生以上の方を募集します。
募集説明会　3/4㈰10:00 ～ 12:00　中央図書館会議室　※新規申込者要出席　
申込み　2/3㈯～ 3/3㈯に中央図書館まで直接または電話
　　　　※平成29年度までに登録した方は再登録が必要です

※天候などにより変更の場合あり



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■3月の日曜納税相談窓
口は3月25日㈰8:30～
17:15です。
■コンビニ納付や月曜日
～木曜日（祝日除く）
19:00までの納税窓口延
長もご利用ください。
問納税課☎22‒9442

日　

時

3月3日㈯・4日㈰・10日㈯・11日㈰・24日㈯・25日㈰・31日㈯
各8:30 ～ 17:15

※3月6日㈫、7日㈬は、システム改修のため、証明書コンビニ
　交付を休止します。また、3月6日㈫の午前中は、市内3カ所
　の自動交付機を休止します
※3月17日㈯、18日㈰は、コンピューターの保守点検のため、　
　市民課・城南出張所の窓口を閉庁します（市内3カ所の自動
　交付機を含む）

毎週火・木曜日19:00まで延
長します※取扱い業務について
はお問合せください
問市民課☎22‒9402

祝日の届出（死亡・出生・婚
姻等）は、本庁舎北側入口の
宿直室にて受付します。夜間
等、緊急な場合は、宿直室☎
22‒9420へご連絡ください。

場　

所
市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650　※小山城南出張所は月曜定休
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3月 カレンダー広報

※カレンダーの内容は、1月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業
車屋美術館企画展「小久保裕展　いのちの
森へのいざないー色彩のポリフォニー」（～
25日㈰）

9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41‒0968

1 日 ㈭
2日 ㈮
3日 ㈯ 桃の節句・ひな祭り

4日 ㈰
みんなで歩け歩け運動 8:45 ～ 古河駅（西口）集合 生涯スポーツ課☎21‒2695
博物館まつり 10:00～ 15:00 博物館 同館☎45‒5331

5 日 ㈪
6日 ㈫
7日 ㈬
8日 ㈭

9日 ㈮
中学校卒業式
絹義務教育学校卒業式

10日 ㈯
ほっしー★OYAMA号天体観望会 18:30～ 20:00 生井公民館 博物館☎45‒5331
第 9回起業家フォーラム　※要申込み 13:30～ 15:00 中央図書館 工業振興課☎22‒9396

11 日 ㈰
篠塚初午祭 9:00 頃～ 篠塚稲荷神社 生涯学習課☎22‒9669
おやまのまち de開運ウォーキング（飾り
馬の里めぐりコース） 13:00 集合 豊田公民館集合 同館☎37‒1002

12 日 ㈪
13 日 ㈫
14 日 ㈬
15 日 ㈭
16 日 ㈮

17 日 ㈯ 渡良瀬遊水地ヨシ焼き 8:30 ～ 渡良瀬遊水地 渡良瀬遊水地ラムサール推進
課☎22‒9354

18 日 ㈰
19 日 ㈪
20 日 ㈫ 小学校卒業式
21 日 ㈬ 春分の日
22 日 ㈭

23 日 ㈮

高齢者・障がい者対象「ふれあい入浴サー
ビス」※無料 10:00～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課

☎22‒9617

第 2回ツール・ド・とちぎ　第 1ステージ 渡良瀬遊水地（個人タイムトラ
イアル） 生涯スポーツ課☎21‒2695

24 日 ㈯ 第 2回ツール・ド・とちぎ　第 2ステージ 小山思いの森～日光だいや川公
園（ロードレース） 〃

25 日 ㈰ 第 2回ツール・ド・とちぎ　第 3ステージ 那須町スポーツセンター～井頭
公園（ロードレース） 〃

26 日 ㈪
27 日 ㈫
28 日 ㈬
29 日 ㈭
30 日 ㈮

31 日 ㈯ 第 70 回企画展「碓井要作ー田中正造とと
もに歩んだ蚕種家ー」（～ 5月 27 日㈰）　 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45‒5331

政光くん・寒川尼ちゃん
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【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

12 月中の火災・救急

※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む
火災　1件(73件)　救急　782件(8,319件)

【小山警察署調べ】12 月中の交通事故
事故　38件(412件)　負傷者　42人(507人)　死者　2人(12人)
※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む

≪すくすく写真館≫
お子さんの写真募集中

問秘書広報課☎22‒9353

対象：市内在住の未就学児
　　　（1人 1回まで）
応募方法：小山市 facebook
ページでご確認ください☞
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